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る
、
？
と
（
た
コ

述
の
モ
ル
ト
飲
科
手
件
を
引
加
し
な
M
m
v
p
円
、
輸
入
ガ
ソ
リ
シ
と

二
九
で
少

ν
y
つ
M
規
制
に
一
ノ
、
v

て
ま
【
〆
め
γ
ご
か
工
、
っ
へ

こ
れ
ま
で
の
判
刊
に
よ
札
ば
、
愉
人
制
川
出
の
保
亘
シ
持
、
J

D

D

M
規
制
ご

パイオ保科やめぐ~］＂＼際l世間＼ f」J

あ
れ
ば
治

i
条
違
以
と
↑
i
b芳
、
ズ
じ
り
が
あ
っ
P
J

し

vν

か

、

う
ヤ
ル
J

考
え
ム

I
J

に
ハ
い
て
は
、

批
判
げ
が
あ
り
、
？

y
M堤

が削
あは
る （） 刀

ト

第

i
一
条
述
反
キ
自
ち
に
橋
北
ト
q

る
も
の
で
は
な
く

務
二
条
の

る
問
題
で
あ
る
と
い
う
三
枝

トイ

体
的
は F
鵠ド

M 
条 J}i
一世＇I
一一 --ユス よ
おの
• れ
了、：Z
;11.］亨
支え
U) ·~ 

て〉一仏
ロ問

品 l喜
安 u仁

〆
f 
vホす
よる
？の
Q• 戸別、

iJ 
rふ

く

仏
人
の
長
刊
に
沿
っ
て
検
討
’
ヱ
ヘ
こ
い
う

つ
ま
り
、

ム
リ
同
明
で
、

P
P
M
税
制
品
に
従
っ
た
時
占
と
で
、
）
で
な
い
並
川
の

「
向
松
川
一
を
同
省
内
産
市
の
判
析
恥
準
に
時
ら
し
、
明
討
す
ぺ
主
一
と
あ
る
y

ぃ
、
つ
芳
λ
で
あ
る
こ
同
ι

町
の
と
お
）

リ
川
辺
の
体

J

町内

汁
断
K
M
準
は
、

W
寸
ひ
に
な
り
し
h
’
ら
の
日
本
の
説
悦
事
れ
に
お
い
亡
、

百
三
最
終
川
沿

l
J
Kマ
一
引
十

J

1
王

用
品

v
k山口約

託円’↑
1

、

U
茂

4
〕
悶
挽
九
刀
L

向
山
川
つ
と
さ
れ
し
い
る

し
か
し
、
前
述
の
米

E
の
ガ
ソ
J
／
枯
削
岩
川
島
町
事
件
γ
の
パ
ネ
ル
ヂ
不
し
た
と
お
り

物
町
内
的
守
叫
が
同
じ
「
あ
れ
ば
、

生
向
上
程
方
法
が
凶
王
？
？
二
｛
、
い
亡
も
第
二
ぷ
木
戸
、
お
い
て
は
川
叫
仰
の
忍

W
T
じ
に
な
っ
て
カ
ら
も
、

ぶ
と
み
な
戸
れ
て
さ
た
経
緯
が
あ
る
c

依
1
刀、＼

論
者
の
中
に
は
、

P
P
M
m
w
u出川内

v川
賀
川
村
山
古
川
円
件
人
九
一
よ
勺
一
て

P
F
1
規
制
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に
ハ
札
っ
た
芹
れ
聞
こ
そ
う
で
な
い
訂
日
は
ω刊
を
と
は
な
い
ご
刊
附
で
き
る
場
合
が
あ

ζ

い
ろ
ノ
土
f
k
v
U
J

川パニ
F
L叫ん、りふめっ
L

に
こ
ノ
寸
の

ゴ
桐

訴
を
、

41JJよ
、
つ
に
、
山
江
昨
日
「
円
詑
料
品
川
端
に
従
つ
片
バ
イ
オ
燃
料
と
、
そ
う
で
な
い
パ
イ
オ
燃
判
に
も
迫
堕
L
4、つ
L

い、
7
与
え
が

「

J
－

あ
る
「

ν
ト
L
、
次
の
よ
う
な
－
弓
ノ
州
も
あ
る

す
な
わ

J

勺
、

R
U
の
ア
ス
ベ
ス
ト
山
札
制
下
山
町
i

の
i
呼
宏
司
円
台
の
刊
附
か
ら
、
凶
行
司
注
の

川刊
t
l
と
は
し

h

わ
け
物
珂
ね
特
注
の
川
川
母
刊
が
活
安
で
あ
る
と
い
う
凸
を
革
協
L

（
最
終
製
哨

い
P
P
M
埠
引

の
川
崎
台
ば
必
ず
ノ
ヤ
つ
で
あ
る
よ
う
に

J

物
計
的
特
注
が
同
桝
ぜ
あ
ん
V

限
り
、
消
賞
者
の
時
妊
に
よ
っ
て

い
う
デ
lhγ
が
あ
つ
だ
と
し
ご
も
、
川
日
惜
の
治
判
明
と
み
る
べ
き
と
い
う
与
、
λ
方
一
一
、
あ
る
こ
の
上
う
に
、

つ
の
産
川
が
川
町
判
じ
な
い
と

F
r
M規
制
J
R
F国
の
川
強

主
の
山
出
匙
は
、
判
例

J
T
U

不
問
確
な
M
W
一
け
が
し
向
り
、
訟
青
山
見
併
も
設
し
と
い
な
い
が
、

R
U
の
持
続
可
詑
性
芯
準
の
W
T
O
日曜ん［

性
を
険
百
し
て
い
る
論
考
は
、
ま
す
は
同
種
性
的
枚
討
か

じ
め
て
い
る
も
の
が
多
い
っ
以
ー
で
は
、

ど
り
憎
ん
ロ
の
持
絞
り

川
区
件
主
準
の
ガ
ソ
ド

に
U
U
一
、
い
く
こ
と
と
ナ
る

ワ
）
出
口
絞
可
詑
性
共
J

立
と
ガ
ソ
ト
ノ
吋

冬
、
内
定

パ
「
オ
燃
料
の
斗
戸
品
川
一
叶
法
性
去
準
は

ガ
プ
ト
常
＝
条
凶
友
に
同
日
派
J
9
0

斗
じ
戸
川
A

は

士
山
山
続
可
詑
性
誌
滑
に

円、一
Y
G
ノ

7
J
；

そ
叶
乙
い
な
い
バ
イ
オ
燃
料
に
対
辺
、
輸
人
禁
止
を
し
て
い
な
い
が
持
絞
一
川
北
川
性
基
準
に
従
円
た
パ
イ
方
険
判
を
刊
月
に
場
ひ
に

は
、
沼
引
の

h
桜
位
の
達
成
の
た
め
の
べ

し
と

ι

双
山
知
い
芸
人
ず
る
二
と
が
で
き
、

ま
た
、
様
々
な
ぽ
政
土
援
を
受
け
る
一

と
け
か
じ
さ
る
門
ご
れ
ら
は

ー
更
は

川
刈
背
慌
の
百
戸
工
仏
注
は

、
よ
一
州
種
の
丘
一
泊

ヨ
一
以
内
小
の
パ

f
オ
燃
剥
の

い
測
す
る

rrf庁
に
あ
た
ぷ

ピ
あ
る
こ
と
1
＼

Y
一
新
人
区
ィ
川
ト
対
し
で
不
が
い
な
符
退
ヂ
コ
え
ら
れ
ど
い
る
こ
と
の
一
は
で
刊
断
一
ご
れ
る

U

～ c 
c 出

' 写

F

へ
の
排
出
門
聞
の
消
滅
に
問
問
ず
る
い
い
悼
平
に
つ
し
て
考
一
ん
る
と
、
こ
の
た
準
の

f
で
は
、

7
、λ
菜
’
L

「
；
ー
ウ
ヰ

ピ
菜
同
州
代
f
J

、
山
村
訓

i

ご
と
に
、
出
店
下
効
果
f
Jへ
削
減
判
明
巣
の
告
が
円
八
な

2

て
お
り
、

ぞ
れ
が
E
汀
の
設
定

L
た
削
減
水
供
を
ー
千
こ
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す
か
ど
へ
カ
が
問
円
四
と
な
る

j

：、

かい、
F
八
川
け

E
L
で
い
と
し
仁
j
h
L

芹
さ
れ
る
パ
イ
T

Jノ
2

7

円
ゴ
ル
の
原
料
の
誌
一
一
山
の
削
減
効
果
の
既
一
疋

艇
は
二
人
出
y
さ
れ
る
が

マレー

J

ア
や
イ
〉
ド
J
ハ
ン
↑
f
が
ふ
丁
ム

L
て
パ
監
す
る
バ
イ
オ
デ
p

i

v

ゼ
ル
の
原
料
（
ハ
パ
ヲ
ム
油
の
場
九
円

（
メ
ケ
ノ
ガ
ス
を
回
収
L
な
い
川
崎
ミ

J

は

九

、

R
1
μ
パ
l
ム
前
を
輸
出
す
る
側
が

コ戸、、
J
A
J
ノ、

1111 

市
と
パ

l
ム
川
市
は
川
崎
竺
ど
め
る
と
い
う
主
張
を
す
る
一
可
能
什
が
あ
る
口
市
川
均
の
と
お
り

3
R
3
4刈
41
ずんコ、

：
ー
；
1

1
ノ
ー

T

！
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l
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ww
寸

O
Pム
リ
ど
悦
〕

州
日
刊
の
岸
「
叫
の
刈
前
恭

ヰ

的
対
的
特
注
、
最
終
川
川
辺
、
訓
告
、
者
の
時
好

の
日
っ
と
公
れ
て
い
る
に
一
」
の
川
つ
の
問
料
叫
の
判
断
恭

平
戸
川
一
り
し
て
同
誼
什
治
問
題
と
九
%
／
。
と
す
れ
ば

染
料
日
山
し
乙
パ

l
ム
州
と
い
、
つ
川
村
川
刈
べ
と
い
う
物
理
的
符
仕
の
円
で
あ
る
c

し
か
し

川

J

J

1恥
代
目
什
争
点

ノ

白

d
f
3
l
b

手工、工一、

時
自
ー

ハ
判
神
祭

Z2E似
合

L
、
さ

ιに
そ
れ
を
ガ
ソ

η
ン
あ
る
い
は
笹
川
と
混
合
し

［
て
れ
刑
さ
れ
る

p

」
と
か
げ
与
宿
す
れ
ば
、
長
崎
油
で
あ
の
ろ
と
、

物
即
山
引
に
h
k
な
る
削
吋
糾
H
iぁ
。
と
は
一
円
え
な
い

ハ
l
ム
油
じ
あ
る
と
、

菜

種
II刊
μ 

ι 
t由

選
ftミ
あ
る
し

n 

えづ，， ... 

v、双受

手U

訂
さ
れ
る
観
f
l
、J

M
A
り
す
る
と
、
何
枚
に
浩
賢
粁
の
噌
好
に
つ
い
て
も
、

パイオ保科やめぐ~］＂＼際l世間＼ f」J

プヲミ
.. , 
r 

長
滑
に
ツ
一
ご
、
は
、

削
減
効
主
的
則
定
怖
が
具
な
る
性
門
間
院
に
ぶ
い
て
も
同
体
何
い
が
認
め
ら
れ
る
刊
誌
刊
い
は
尚
い

ァ、岳、

f

つノ

ヨ
一
世
利
用
ド
院
す
る
ぷ
単
一
に
〉
い
て
み
て
い
こ
J

c

こ
こ
で
円
程
↑
炉
問
題
1
f

な
る
の
は
、

ι

物
多
様
性
な
と
環
境
に
配

が
ご
の
り
の
産
品
問
で

慮
L
、
生
存
さ
れ
P
J

パ
イ
オ
燃
科
と
フ
庁
、
）
で
な
ド

物
判
的
特
性

長
辞
目
途

司
ハ
ペ

Y
H

E
2
4
F
 

は
河
J

Y

み
2
h

州
ご
と
が
で
き
る
J

J

か
J

、
消
費
芸
の
暗
好
じ
つ
い
ー
は
、
明
日
八
な
る
と
い
う
じ
兄
市
も
あ
る
汗
ろ
λ

消
費
砦
の
陪
｛
好

に
ぶ
い
て
も
二
つ
の
ぼ
刊
は
ド
別
予
れ
す
に
同
種
で
あ
る
と
れ
ん
る

υ一
場
も
あ
λ

ー

υ
i
九』吋
M

つず、、

同
役
性
が
訟
の
ら
れ
る
か
ど
、
っ
か

は
け
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
州
績
の

M
品
と
し
て
考
え
て
、
ぷ
論
を
先
ド
進
め
る
こ
と
に
す
る

η

14P
）
i
E
J
あ
ア
コ
と
さ
ハ
I
1
£

E
4？
グ

K
「

F

J

J

d

ι

t

z

t

i

以
ト
の
工
、
つ

P

一
同
種
け
の
商
店
件
に
つ
い
て
h
h
A

討
が
な
さ
れ
た
長
は

不
利
な
れ
混

〆
つ
ま
h
リ

同
J
q
ゐ
要
件
に
後
立
は
移
る

f

お

条
内
項
の
不
利
な
待
況
の
判
断
は
、
判
例
〕
、
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
に
い
る
r

一の一一日

輸
入
宍

ιに
忍
お
f

撃
を
与
え
之
形
で
一
一
印
刷
下
条
引
の
変
更
」
を
J
9

ゐ
よ
う
な
措
温
か
と
ー
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

Jq
な
わ
ち
、

し
か

L
、
判
を

τ＇ .，、
議

ぱ

九

）

l

t
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の
豆
一
史
が
あ
っ
た
一
判
断
さ
れ
る
か
ご
い
、
つ
ぼ
に
つ
い
て
は
、
れ
工
、

小
明
唯
ん
よ
山
一
分
が
あ
る

W
T
O
的
判
例
に
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h

つ
J

J

、、4
1
4

J
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イ
軍
司
パ
出
に
礼
町
設
的
で
丸
る
こ
と
を
i
d
託
し
な
い
取
り
ス
引
な
持
病
に
は
払
た
ら
な
い
と
さ
れ
て

出
な
る
、
輸
r

ヘ
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ゴ
桐

産
品
に
対
す
A
V
T

刑
判
な
」
川
県
（

L
E
E
S
C
L

ナ
～
け
で
法
、

そ
れ
だ
け
に
、
不
利
右
ハ
什
還
を
ft
え
て
い
る
一
い
の
ぜ
一
J
に
は
な

コ
ロ
ヲ
、

ゐ

」 jiC

今、：1',
;Jt cつ
め m.,, ,,, 
九が
る 外
と田
三三 刊

れまう
亡る
いこ
る可と

ミ
主
ロ
ご
T
F
J
M
E
m一
日
立
に
刈
茂
ー
（
る
安
伺
に
J
っ
J
ア
川
刊
な
効
果
が
丹
じ
て

輸
入
パ
ノ

お6
 

E
汁
指
ム
ー
が
二
五
児
と
い
う

4
P
を
設
定
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

U

J

1

 

0
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よ
う
な
幸
町
民
な
本
平
の
設
定
に
な
っ
て
い
二
台
、
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
得
る

J

さ
ら
に
、
こ
の
告
は
和j

 
リ
人

R
P
 

E
い
山
内
内
で
は
デ
ィ

l
y
ル
市
が
咋
攻
し
－
K
L
る
こ
l

こ
か
ら
、

Ji[ 

て主

ま
ず
、

fL一
温
｛
二
効
果
汀
ス
の
排
出
口
以
の
別
減
点
町
に
つ
い
て
は
、

三
じ
’
＋
に
は
わ
f
u
u
kバ
↑
上
が
る
こ
と
に
な
っ

C
い
る

と
－

c生
弄
さ
れ
て
い
る
の
は
（
パ
イ
ム
1

1

7
ノ
i
ル
よ
り
も
〕
ハ
イ
オ
一
γ
f
i
ゼ
凡
で
、
そ
の

ス
削
減
の
刻
疋
伯
立

例
え
ば
、
業
笹
川
一
は
一
八
、
%
、

ひ
ま
わ
け
例
改
n

出
と
な
っ
て
い
。
他
方
、
執
一
人
パ
イ

工
、
杯
出
｛
ド
一
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ム

ー
山
…
は
生
町
泊
紅
に
よ
っ
て
一
ん
%
あ
る
い
は
カ
ノ
%
、

十
ト
ウ
キ
ビ
は
七
一
%
、

よ
豆
は

%
と
か
な
〆
て
い
る

日
γ一
比
内
岸
内
パ
イ
ア
枇
刊
十
日
惇
遇
L

コ
〕
；
P

6
ノ

乙
不
利
な
符
辺
を
I
J
え
る
よ
う
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造
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汁
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町
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イ
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仁
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利
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ハ
H
泌
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ラ
え
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～
叩
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次
に
ス
一
地
利
川
い
笥
L

ヲ
る
本
準
が
、

輸
入
パ
A

J
〆
渋
川
竹
に
γ
ハ
叶
刊
な
待
遇
を
与
え
一
ゐ
川
ず
能
向
に
つ
い

る
U

J

山
片
や
の
ど
お
り
、

ゐ
の
主
昨
い
は
、
パ
汁
物
多
様
辺
住
惜
の
品
い
上
地
、
山
北
表
貯
蓄
伐
の
向
い
上
地
、
泥
炭
地
と
い
、
つ
一
つ
の

1
地
内
保
へ
下
手
求
め
る
h

均一℃

あ
る
が
、
こ
う
し
た
l
地
は
、

E
汀
山
川
内
よ
り
も
、
品
吋
｛
記
の
域
外
的
M
い（
M
W一一んば、

ブ
フ
ジ
ル
、

γ
レ
ー
ー
シ
7

ノ

J

i

l

ネシ

い
一
地
坪
此
に
い
多
く
ダ
京
し
に
い
る
l
f
一
c
れ
る

f

そ
れ
を
考
慮
寸
ゐ
と
、

特
定
の
輸
出
版
め
い
ハ
ノ

の
基
準
を
充
た
さ
な



見さ
市 j'
刀ゐ

あ可
ゐ1日下十

位

向

く
｝
」
F

ら
の
パ

f
ヲ
燃
料
に
不
利
な
待
辺
を
I
J
え
て
い
る
y

判
断
さ
れ
る
叶
能
性
が
古
川
い
一

た
ナ

L
P
一
れ
が
、

2
u
d
パ
イ
オ
険
料
へ
の
保
一
志
子
義
的
h
d

惜
捕
で
あ
っ
て
外
叶
陀
バ
イ
オ
燃
料
ヘ
の

J

汗
引
を
も

h
l
y
り

J

て
い
る
か
ど
1
ノ
か
は

弘
、
つ
少
レ
慎
重
仁
判
制
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

生
物
キ
様
性
研
慌
の
高
い
上
地

炭
素
引

苔
昨
悼
の
品
い
上
州
、
泥
炭
均
？
と
い
う
福
知
の
十
叫
が
存
r
引
す
る
か
ぶ
口
か
は
、
存
続
羽
仁
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
っ
と
、
原
一
昨
同
へ
の

差
別
と
い
う
上
り
は

た
め
の
日
中
l

一
な
州
市
川
引
と
J
h
R
え
る
が
ふ
h

持
川
判
可
花
性
主
牟
と

U

戸川
J

ヘJ
M

川市

c
b
h
f
 

ー

ト

〉

一

J
I－

－

i
σ
L
f
t
t
 

E
U
指
令
が
ガ

3

む

仮
に
違
反
で
ふ
り
っ
た
〉
し

条
回
一
民
川
氏
反
を
出
川
成
す
る
か
と
λ
ー
か
は
山
川
舷
六
し
は
な
い
が

!, 

ガ
ソ
入
、
第
一
口
条
の
河
外
条
項
守
「
一
当
化
さ
川
れ
る
川
前
科
が
あ
る

J

持
続
川
能
肝
不
必
平
に
防
」
は
ず
る
の
は
、
第
二
口
久
人
「
三

パイオ保科やめぐ~］＂＼際l世間＼ f」J

勺
一
止
命

t
rは
健
庚
の
川
町
議
の
た
め
に
必
山
女
な
措
崖
」
、
あ
る
い
は
一
J

げh
）
ワ
有
限
天
然
資
源
の
保
T
J
に
問
j
る
措
援
で
あ
る
つ

号
は
必
安
村
い
の
夜
件
～
、
い
わ
ゆ
る
、
ハ
ラ
ン
ン
ン
グ
・
テ
ス
ト
、

出
〔
ム
ハ
り
の
判
例
｜

γ
」ベ

J

－
～
コ
ハ

j

’、

y
プ
｝

V

宮

口
ノ

が
板
間
山
で
あ
る
こ
言
わ
れ
て
い
る
こ
こ
、
L

で
は
、

♂
立
）
号
川
町
J

けを一即日ぺり同市
V
つ
が

げ
三
り
の
つ
の
説
円
で
あ
る

1 

t! 
[i)i 

に

渋
川
V
Hハ
』
泊
叩

に
｛
の
一
、
「
河
ず
る
一
日
芦
と

な
わ
ち
、

ョ
内
の
生
曜
ま
た
は
消
費
に
対
す
る
剥
混
と
羽
述

L
f長
九
杭
さ
れ
る

P

、と

内
札

i

の八山市
i

注
の
ル
i
ル
＼
と
い
う
点
に
つ
い
ど
は
、

R
じ
ホ
ム
！
式
市
民
吐
を
充
足
し
一
、
い
る
と
い
う
「
2

解
一
仕
事
い

:1 

す
な
わ
ら
、
心
一
日
制
平
効
県
カ
ス
の
折
山
山
市
の
削
減
点
ヰ
レ
一
三
↑
凶
叶
什
用
に
刻

Jiる
基
ル
f

の
小
む
も
炭
素
計
十
台
皮
の
高
い
上
山
お
よ
が
泥

－fu丘
小
効
果
ガ
ィ
パ
さ
な
い
＼
気
候
・
八
気
一
と
い
う
一
有
刊
日
大
然
斉
河
一

山
反
地
に
測
す
る
持
続

j
d

能
主
基
咋
は

じっ

J
P
一
〉
）
〉

K
Xダ
ジ

モ

の
ご

3

め
り
、
ま
た
、
地
成
川
問
攻
化
の
防
止
と
い
う
H
9
U
ト
一
実
質
的
な
関
連
一
を
有
し
た
拍
青
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
輸
入
草
川
品
と
何
内

豆
f

川
の
以
ん
に
ー
が
刑
さ
れ
と
叫
m
m
向
む

i
J

る
こ
と
か
、
り
、

一
変
）
「
勺
の
市
久
件
は
十
氾
た
さ
れ
る
い
号
、
X
L
れ
る
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い
わ
ゆ
る
管
特
権
一
安
打
こ
い
つ
も
の
が
あ
リ
、

皮
切
ヨ
が
件
当
の
域
外
の
有
m引
に
然
資
材
の
保
右
を
す
る

F

℃
一
は
JY
戸
ま

ε可
旅
か
ど
い
う
開
場
ご
あ
る
べ

」
ふ
l

て

～

1
l
 

さ
り
に
「
げ
h

J

い
つ
に
は
、

（1
一
主
以
大
欧
、
資
源

の
嬰
件
に
阿
川
浩
1

手、、

こ
の
パ
’
、
、
八
五
の
ヱ
ピ
前
日

ゴ
桐

人
余
仕
事
件
で
は
、
米
外
7

保
存
さ
れ
る
資
抑
（
海
色
）
と
の
問
に
「
分
な
問
主
注
＼

2
2
2
2
%
に
勺
さ
と
か
あ
る
こ
判
断
ち
れ

せた
n

U

刑
事
件
に
お
い
て
そ
う
し
と
司
法
叫
が
、
有
混
一
六
片
山
3

1

L

Jめ
る
↓
川
ι
古
川
が
米
間
を
含
む
日
制
叫
枯
れ
川
川
内
託
料
は
h

ー
ん
と
間
引
退
し
て
い
る
点

か
ら
拝
か
れ
た
こ
と
に
日
J
片
せ
ば
、
持
続
円
札
出
直
弘
準
に
つ
い
て
も
、
戸
内
依
・
人
ス

ハJ
［｝木一
γ
J
L
晶、

〈

p

i

l

t

E
r
u
の
弘
特
と

i
分
に
関
連
が

あ
る
と
芯
、

xら
れ
る
じ

L
L己
が
っ
て
、
日
、
温
弔
効
来
ガ
ス
川
刊
誌
一
出
U

阜
の
川
別
減
水
担
と
一
工
炭
ム
パ
貯
蓄
育
ん
の
士
川
い
L

地
お
J
ぴ
泥
山
川
胤
に
閉
問

す
ノ
。
白
血
準
工

J

ド
て
は

（σ内
）
「
ヤ
J

の
更
件
は
J

苅
Ln

芦
れ
る
レ
y

一円、
λ
ょ
う
、

と
だ
し
、
／
行
一
仁
地
利
用
↑
山
間
Ljω
判
前
半
の
中
山
、

牛
干
物
多
様
性
缶
伯
の
す
h

い！
r地
的
利
用
に
民
す
G
I
h
竿
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は

J
ド。

L

こ
の
法
苧
辻
、
停
止
均
多
様
作
の
古
れ
い
ペ
J

態
系
と
い
う
「
有
限
に
然
資
旧
日
」
の
保
存
の
た
ぬ
の
も
の
ご
あ
い
へ
そ
の
保
庁
い
「
字
、

r
一
目
的
土
阿
国
一

を
有
7

J

b

J

措
伊
で
あ
り
、

そ
の
た
一
に
お
い

輸
人
砕
け
川
t
／一川凶

t

一
性
門
間
の
双
ん
に
池
川
さ
れ
る
も
の
て
あ
る
の
で
、

i
よ
JJ
－、

に
主

（E
J
刊
号
の
い
え
刊
は
允
た
す
C

7

－か、〕、
4

一
法
の
符
棺
比
一
要
件
に
つ
い
て
は
、

ι
1域
外
の

の
高
い
2

九
十
ザ
ミ
「
が
の
仰
怖
心
口

元
d
J
9
0
こ
こ
が
で
き
な
い
可
能
刊
い
が
あ
る

は
、
日
じ
域
内
の
ぞ
れ
の
保
存
と
は
同
濯
が
あ
る
こ
は
二
よ
八
「
、

七
だ
’
〕
止
物
多
一
一
h
A

－Hμ

の
川
内
存
に
明
川
】
〕
て
は

、
い
る
止
物
の
多
河
川
性
ー
ド
相
対
す
る
条
約
が
あ
h
ノ
、

コ
一
二
年
二
日
の
山
片
山
で
一
九

一一川の市川
yh
で
あ
る
か
ら
f

い
っ
て
E
U
M
J
h
関
心
で
あ
っ
と
い
い
も
の
て
は
な
い
と
い
う
点
に
お
い
こ

引っノー

J
E
持
訟
の
要
叫
ん
1

の
緩
和
y
一い

r
k
に
（
宮
｝
「
す
の
更
が
を
た
起
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
は
杵
舎
の
け

3
1
1
3は
わ
ち
、
山
竹
山
主
的
－

r阻
止
ー
と
認
？
り
れ
な
い
主
城
、

ま
七
は
偽
決
さ
れ
た
動
内
出
で
士
川
戸
、

F
ー
ー
を
I

叩
た
す
必
安
が
あ
ア
v
c

級
委
員
会
が
米
国
の
コ
ノ
輸
入
川
市
川
事
件
に
お
い
て
不

L
た

よ
う
に
、
住
吉
の
役
割
は
、
措
岩
人
工
依
の
掘
矧
ん
ナ
仏
に
的
思
が
な
い
か
ど
う
か
を
み
る
も
の
で
、
内
川
温
を
い
理
川
、
一
タ
る
に
め
た
り
、
「
伝
円
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昔
一
九
誠
実
原
則
や
「
法
院
又
は
ん
1
1
H
な
路
日
の
防
イ
ム

の
仙
同
法
会
月
一
一
つ

f

L

ピ
訟
に
い
れ

例
え
ば
、

米
刊
の
ず
ピ
輸
人
禁
去
4
7
刊
で
は
、

げ
る
河
島
の
保
芸
美
院
に
つ
い
て
、

ψ
八

4
双
十
市
一
が
桁
｛
止
し
た
も
の
ム

4
じ
も
の
を
叩
町
一
ー
さ
一
と
や
コ
ど
の
前
一
山
山
ヨ
に
一
仕
務
づ
け
て
い

ら
れ
な
い
美
別
一
に
あ
九
る
こ

3
れ
た
一

J

た
こ
と
か
り
、
柔
車
川
山
の
な
い
政
策
の
m
川
県
で
あ
る
と
判
じ
れ
、
ァ
れ
が
「
正
当
こ

E
U指
令
y

の
山
一
円
畑
一
一
方
刈
以
ポ
カ
ス
の
排
出

E
の
削
減
い
山
川
三
；
…
司
法
平
に
つ
い
一
、
は

日
述
内

2
おハつ

事
業
者
の
川
内
町
、
叫
十
の
凸
4

か
り

市
山
l
t
羽
川
市
ガ
ス
削
減
殺
県
の
出
品
｛
じ
怖
が
設
厄
さ
れ
亡
い
や
る

U

。〉

況
7E 

也

れは
る，，，十i
ハ委

員
／、

ヱコ
コM

l主

du
更
に
応
じ
て
「
J

T
止
す

ト
y」

X
」
引
uu

て
お
九
九

出
｛
疋
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
山
一
「
お
ハ

こ
の
況
だ
也
を
刷
い

ま
七
、
削
述
の
と
お
り
、

る
必
要
は
な
ノ
＼

実
際
の
別
旧
三
＋
知
県
ト
カ
ス
訪
山
の
宿
主
算
出
し
て
も
よ
し
の
じ
、

措
ω
E

の
注
川
に
お
し
て
栄
軟
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
ミ

の
上
山
初
出
引
に
隠
す
る
基
与
ト
ド
院
し
て
は
、

生
物
多
続
料
い
f
l
慌
の
し
長
い
上
地
、
H

呪
辛

F～
十
品
川
円
～
の
長
い
上
端
、
泥

一
村
山
歩
一
除
い
て
、

パイオ保科やめぐ~］ cc＼際l世間＼ f」J

山
町
地
の
？
な
仇
い
か

ι
U中川J
令
上

て
い
る
し
↑
」
の
り
に
義
子
、

E
U
独
e［
の
り
己
リ
一
議
ベ
ー
～
は
み
プ
＼

同
町
昨
引
ふ
た
い
お
、
い
て
葬
’
倒
的
な
，
疋

義
か
ど
、
っ
か
が
阿
迭
と
か
ご
い
こ
」
士
一
J
y
f
一
物
多
様
色
川
伯
の
司
ド

A

地
に
つ
い
て
は
、
国
際
高
3
7一
に
お
、
三
、
保
全
が
訟
で
さ
れ
？
？

地
で
あ
る
こ
y
i
p
－
つ
の
条
件
と
な
ハ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
内
側
性
を
椛
保
し
た
ト
刀
法
で
あ
ろ
う
に
ま
た
、

一
部
の
l

地
に
一
り
い
て
は

時
比
慌
に

a
z
p習
を
も
た
ム
さ
な
い
討
拠
を
不
す
こ
ヒ
ー
か
で
き
れ
ば
、

ぞ
れ
ー
た
の
利
町
が
認
め
ら
れ
て
い
ふ
点
は

子
続
的
な
柔
軟
性

チ
一
一
ノ
よ
5

3

戸、、

D

L
J
F
J
μ
J
1
L
Z
 

（4
4

」
出
刊
紙
士
能
生
基
牟
と

1
B
T協
’
t

ノ、
／ 

の
持
続
可
鵡
什
基

rー
の
判
川
出
は

ぃ刀
1

h

だ
け
で
な
く
で

H
t協
疋
い
も
関
わ
る
じ

T 
B 

協
ノじ

は

ん
刊
新
規
格

（向。円｝ピピ
η
E
岡市川川口｝山口つ口三」、

打
自
規
格

F
Eロ
弘
山
片
品
切
、
及
び

の
↓
一
つ
の
間
目
安
を
力
パ
ー
し
て
お
り
、
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の
｛
土
誌
は
山
口
市
一
定
の
附
属
さ
一
に
組
定
さ
れ
て
い
る

強
制
崩
洛
で
あ
る
古
ど
）
し
叫
ん
が
問
題
に
な
る
い
庁
、

ま
ず
忠
一
従
可
士
活
性
詩
牟
が
、

山
町
一
刻
玩
持

2t去がいは、
E
U
の
ア
ス
ベ
ス
ト
附
況
判
事
件
九
上
級
会
民
会
デ
明
俗
化
〕
乙
い
る
0

1

9

な
わ
大
一
、

J
並
ヨ
刊
の
科
目
を
、
官
、
柑

ー
豆
半
が
お
治
的
な
も
の
で
あ
る
ラ

ゴ
桐

！〆j

あ
る
い
は
消
－

m一段
に
脱
｛
U
す
る
す
も
さ

ー
た
的
っ
ィ
、

E
U指
令
y

の

一
つ
一
の
某
半
、

fLVυ
川宅
f

効
果
J
H

一
え
の
排
出
告
の
削
減
恭
平
と
、

F
2
1
地
却

4

川
に
刈
j
る
基
託
f

は
、
パ
P

パ
オ
燃
料
レ
い

ペ
対
象
尺
戸
山
ヰ
一
符
子
し
て
、
ヲ
か

る
も
の
ご
あ
る
が
、
そ
の
退
｛
j
が
義
務
的
か
さ
つ
カ
と
い
う
点
は
少
し
与
え
る
岳
山
氏

J
J
L
め
る

r
J
f
hど
つ
い
い
り
ヲ

7

t

J

F

3

じ

L

：〈
1
1

巳
汀
指
令
は
持
続
可
能
性
呆
準
を

4
Jご
し
て
い
な
い
バ
イ
オ
渋
川
竹
内
輪
人
』
尚
昆
・
叛
完
を
禁
止
し
て
い

る
い
い
じ
で
は
な
く

ど
の
よ
う
な
パ
／

℃
あ
っ
て
も
、
日

U
域
防
い
に
輸
入

L
販売ャ一色
F

る
こ
と
カ
可
能
一
℃
あ
る
が
、
持
続
可
能
川
U

基
準

Jvtた
し
た
パ
ィ
オ
燃
本
で
あ
れ
ば
、

E
U
指
令
第
十
じ
丸
木

項
に
北
川
ヅ
え

巨
別
の
つ
法
粧
の
渋
川
山
の
た
め
の
パ

して一弘
F

人
オ
る
二
ょ
が
で
き
た
り
、
は
仰
々

れ
る
世
格
性
？
を
充
た
寸
レ
い
よ
ノ
扱
い
を
受
け
た
り
す
る
～
と
が
で
ミ

る
r

本
＃
子
一
、
古
川
干
し
て
し
な
く
と
も
市
場
，
で
の
版
売
が
川
誌
で
あ
る
上
に
お
い
ぐ
義
務
的
な
拾
町
民
ご
島
る
か
1

と
う
わ
い
一
同
町
田
少
な
る
が
、

で
こ
れ
が
争
口
に
な
っ
ル
人
事
例
と
じ
て
、
り
ぷ
制
の
Y
グ
ロ
ブ
ペ
リ
ン
M

ノ
喜
一
件
が
あ
る

U

こ
の
｛
J
件
で
は
、
未
刊

ーしたや」山しつ
y
L

T
I
t
－

一

ヤ

イ
ル
カ
会
保
議
宇
る
ん
ρ
法
で
と
ら
れ
た
マ
グ
い
や
っ
か
一

J

た
製
品
に
つ
い
て
は

イ
バ
方
配
誌
の
－
y
ベ
ル
十
戸
不
を
す
る

F

アP
P

が
で
主
2

ぬ
と
い
う
公
立
の
以
南
い
か
問
題
と
な
っ
た

ぷ川叫
A
J一
に
－
古
川
ば
、

ワ
ペ
ル
ざ
小
が
な
く
ぐ
も
米
込
山
場
で

γ
タ
ロ
己
主
眼

…ルァ
T
る
こ
と
は
が
一
能
で
あ
る
が
、

f
ル
カ
を
河
川
認
す
る
漁
法
で
と
コ
た
つ
グ
口
で
あ
る
こ

2Jγ
一
七
ず
一
ヲ
ベ
ル
ト
札
不
を

J
iコ
場
ん
じ
に
は
、

米
間
川
刊
は
の
要
止
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
に
い
た
の

判
事
ん
じ
5

1
以

ー
強
制
川
県
格

と
あ
p
h

》
の
か
、
「
打

i) 
(, 

y

U

山肌4
夜間

nM会
は
こ
れ
を
、
／
ル
カ

ハ
休
誕
い
問
問
す
ん
や
マ
ク
ロ
製
比
を
規
律
ず
る
引
の
法
的
な
安
件
一
い
あ
る
こ
と
か
ら
、
訟
引
規
怪
で
あ
む
と

L
た
ー
こ
の
京
帖
£
員
会
の

志
地
点
い
じ
な
の

、
パ
不
凡
の
段
階
で
は
パ
ネ
ワ
ス
ト
の
巾
で
凡
解
が
分
か
れ
た

判
所
に
よ
れ
ば
、

E
U
の
侍
絞
り
能
川
J

恭
宇
も
、
品
川
〈
J

石
判
定
の
待
迭
を
そ
り
る
こ
と
の
ご
き
る
一
持
絞
り
能
な
パ
ノ
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関
「
る
は
的
民
れ
で
あ
る
の
峠

み
る
こ
ご
が
で
き
る
c

品
目
制
起
訴
U

一γ
あ
る
と
し
℃
も
さ
ら
に
も

T
B
T
M
1
M
疋

f
も
、
市
l

d

ト
と
司
じ
で
つ
に
P
P
M
判
判
の
取
れ
吸
い
の
問
琵
が
あ
る
。
す

な
わ
ち

I
R
i
協
定
の
附
以
内
主

の
第
一
丈
の
治
初
先
拭
刊
の
定
目
立
と
あ
る
よ
作
一
日
の
常
性
r
人
は
そ
の
司
州
連
の
生
向
上
紅
者

ν
く

は
生
r
出
方
法
に
つ
い
て
梶
屯
す
る
十
土
吉
一
と
い
う
土
足
円
問
釈
で
あ
ゐ
。
「
芦
「
叫
灯
式
1

社
リ
メ
は
そ
の
刈
述
丹

戸
一
ハ
片
岡

2
n
A
勺
コ
ザ
ル
呼
一
ハ
ー

ミ
ュ
5
ご
己
主
主
一
二
竹
一
位
転
・
牛
岸
り
法
と
三
一
れ

C
い
る
こ
と
か
り
、
最
終
製
品
い
あ
く
ま
と
点
影
響
を
与
ス
ゐ
生
高
i
紅
φ

方
法

を
規
律
す
る
規
動

尽
」
ふ
り
り
レ
ド
ト
I

晶、

ー

ι
i
l

牛
岸
上
紅
方
法
が
最
終
製
早
に
存
性
と

L
仁
川
崎
べ
さ
れ
る
も
の
）

,. 

B 
T 

協
;I' 
e 
取

tJl 
h ,, 
{O 

C〕

かレ、
つ
ザf、

内、

I~じ

り

か T
で R
J量 T
いμ協

c y足
／づ、、J, 

E性

机
対
応
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
ヂ
、
y
f
L

与
で
な
し

'l 
h 

U

ノ
ア
イ
↑
フ
ウ
シ
川
、
の
父
汐
刊
に
、
長
降
、
史
口
叫
に
影
響
を
？
ん
な
し
バ
マ
崖
工
持
を
況
津
ー
と
も
の
を
強
制
淀
格
と
す
る
か
ど
う
か
が
京

一郎

訴
さ
川
れ
た
が
、

u
r戸
一
ム
土
ら
と
か
J

一
た
と
花
崎
子
札
て
い
る

、｝ノ事一人ノ、、

で
c
f
ふ
1
4
i
M

j
l
山

J
志
川
口
：
、

f
t

q
p
J
石
ヲ
｝
：

vvi
｛

持
絞
川
限
仕
ト
↓
ト
学
の

T
R
T

パイオ保科やめぐ~ ]c＼際l世間＼ f」J

協
定
道
合
科
に
つ
い
て
誠
一
両
〕
て
い
ふ
も
の
が
少
な
く
、

な
お
、

η
一よ
Y
M
税
制
が
一
判
制
堤

十不一八引でも
F

れい
H

卜
の
険
コ
一
げ
は
行
わ
な
い

倍
と
v

J

て
T
R
Y
協
定
ヒ
扱
う
こ
と
が
↑
じ
き
る
と
な
れ
ば
、

免に
ポ

' ,j, 
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ふ
恵
国
待
遇
お
ぶ
び
川
門
回
以
待
遇
を
対

A

？に

J
f
、ミ
J

' 巳与、

史
料
製
れ
を
顎
定
し
さ
一
・
二
条
1

〆
の
持
i

ム
門
性
が
間
起
こ
な

j

て
く
る

E
U
の
持
続
可
読
性
悲
準
の

w
w
T
O協
定
迎
合
性
を
み
て
き
r
t
o
P
P
M
崎
切
で
あ
る
ム
江
町
円
詑
性
基
準
は
、

サ人しし、

1
l
r
 

方
ソ
ト
第
一

こ
う
し
と

E
I指
令
の
庁
、
立
を
だ
又
け
て
、

他

E
は
z
一
の
よ
、
つ
に
守
山
山

1
た
て
ろ
う
か

f

次

巳
〆ト
グ〉

ケ

ス
を
II正

,, 

' ,,, 
' 

P人人；L吊JG2 (S T¥) 

る
戸
一
こ
、
仮
に
忍
ば
し
た
μ

）

J
J
J
t
カ
ゾ
ト
第
二
心
朱
へ
υ
b

り
に
お
い
と
止
当
化
さ

条
山
一
斗
r

円
要
件
に
を
一
品
1
5
φ

い

れ
る
山

i

能
件
が
～
あ
る
こ
と
が
甘
か
っ
た
口

W
寸
ひ
協
定
滴
ム
店
内
は
懸
念
さ
れ
る
が

さ
は
L

大
き
な
清
白
川
一
J

は
な
い
と
も
言
え
る
つ
そ

ヴしバ、ふ仏、

j
－

l
t
 



,,ii 

LL 

日
本
に
お
け
や
パ

f
ォ
燃
料
の
払
絞
可
能
性
廿
位
指

ゴ
桐

l
）

l
本
の
持
続
℃
能
注
基
品
川
い
の
内
寄

円
木
で
は

f
j

一〈l

、
レ
八
年
九
月
に
「
子
不
jv
弓

仏

給

τ求
い
れ
に
よ
る
非
化
訂
正
子
ル
ド

l
沼
の
川
J
H
用
及
び
化
科
工
不
凡
干
l
原
料

れ
わ

一
J
f
ルザユ
l
n
U
給
構
造
同
区
化
法
〆

の
有
効
な
利
川
の
川
れ
ん
計
一
一
閣
す
る
法
律

、｝
Z
Z
一

L

L
、

カ
ω
浜
名
干

2
1彰式

石
仙
枯
制
べ
世
主
臼
に
対
し
し
化

以

治
い
燃
引
叶
内
自
効
利
川
と
非
化
f
砕
い
判
叶
の
利
ぃ
刑
の
促
進
を
ふ
め
ノ
ら
抗
皮
M
い’成！
U
Lた
c

主
化
計
燃
料
の
引
用
心
促
進
ケ
め
七
つ
て
は

定
川
用
計
ん
以
の
y

七
消
防
制
官
業
苦
に
対
し

（
〆
一
口
ソ
円

ポ
化
石
Y
J
e

いル
5
1
h
i
の
中
尉

r凶

J

｝

T
h

f
J
V
官｝

1
i

f
ノ一
f

一工

に
院
す
る
七
油
精
製
業
者
の
判
断
の
判
前
半

υχ 

字
笹
川
崎
芹
業
主
山
不
第
四
一
口
J

一
」
（
以
h
j

、
判
肱
基
準
一
に
お
い
て
、

リ
シ
レ
」
パ
イ
オ
ヱ
タ
ノ

E

凡
zM
仁川
t
ぱ
ム
リ
い
て
山
助
申
燃
料
と
い
て
利
引
す
る
こ
と
と
さ
札
た

mwい

う
が
市
場
に
多
い
た
め
、

υ本「戸、二、
ガ
ソ
リ
ン
亡
、
／
ン
ン
中
心
三

パ
イ
オ
ヂ
ィ
i

て
ル
で
は
ぷ
く
ハ

f
オ
コ
タ
ノ

l

k

の
利
尻
M
r
乱
心
5
れ
た
も
の
と
考

2

十
勺
れ
る

、

t
 
ヂ
ム

」
の
阿
い
附
土
曜
一
じ
は

' ' ＼ノ

ム
ヰ
汁
叫
か
ふ
円

〈ハ二

i
」
十
六
礼
ま
で
の
パ
「

t
ニ
タ
ノ
ー
ル
専
へ
の
口
問
団
主
が
段
階
的
い
だ
め
ら
れ

日『

利
日
可
誌
な
パ
イ
オ
ヱ
LYBノ
ヲ
ル
の
L
h
r
、
す
な
わ

た
c

こ
の
判
断
忍
企
や
’
疋
め
る
に
あ

J

人
叶

F

＼
経
済
嵐
長
当
・
在
日
矧
γ
↑
永
ル
ギ
ヲ
川

ι

が
、
農
林
水
川
町
古
い
晴
境
省
、
こ
こ
も
に
も

一
一
つ
コ
九
刊
号
に
パ
イ
才
燃
料
科
人
じ
川
市

る
持
続
一
円
能
川
川
げ
恭
宇
佐
に
司
、
す
る
検
討
会
を
開
法
、
一
円
U

0

1
一
日
に
そ
の
中
司
と
り
ま
〆
め
の
禄
古
室

吾
、
を
公
表
し
ご
い
る

U

以
一
、
で
は
、
三
の
祁
古
言
か
ら
読
み
取
れ
る
、
日
本
氏
刊
の

τ
、
検
討
会
祁
時

E
U
桁

の
b

句、ず一十りんと的、討し

令
と
の
忌
い
を
指
指
し
ん
U
U

こ
の
判
針
ふ
併
に
よ
れ
ば
、
持
刑
判
可
祐
川
叶
茶
牟
「
品
ι
た
る
も
の
は

＋

一

主

コ

戸

J

1
r
t
i
 

、
パ

P

イ
オ
J

ク
ノ

l
ル
の
う
J
7
f
J
J
ク
ル

り

ス
の
一
Jh
出
旦
一
が
ガ
ソ
け
ン
と
比
い
似
し
て

τ
1
2
%よ
小
汚
し
あ
る
こ
と
で
あ
ム
ハ
v
＝

点

あ

る

犠

E
U
指
令
の
よ
う
に
、
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二
立
九
%
か
ら
ハ
心
%
ヘ
削
減
号
を
あ
げ
る

t
う
な
規
定
は
主
い
c

寸
一
業
者
は
込
山
定
式
を
川
工
、
抗
山
手
を
計
｛
疋
す
る
が
、
そ
の

H
法
は

ou
－
 

Z
U
L釘ノ下
Y
一
二
つ
の
爪
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
E
U
抗
争
こ
司
役
、
算
疋
ぃ
引
を
九
州
叫
ワ
て
算
出
す
る
代
わ
り
じ
悶

定
慌
を
川
い
る
m

－ζ
が
一
、
き
る
が
、

既
定
値
い
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

7
フ
ン
ル
ぷ
サ
ト
ウ
L
K
μ

由
来
の
エ

γ
ノ
l
ル
た
け
で
あ
る

の
引
去

多
ノ
、
の
原
科
い
つ
U

て
瓜
｛
七
億
M
d
｛
止
め
ら
れ
－
い
る
U
H
U

引
い
指
令
よ
り
も

中
広
イ
川
内

こ
う
L
Pに
み
る
レ

の
規
仕
は
乍
業
百
に
と
一
～
て
取
し
い
よ
ろ
で
あ
る
が
、
「
実
証
段
階
に
あ
る
べ

J
t
エ
タ
／
凡
一

の
日
以
川
引
を
市
川
た
け
匂
へ
戸
一
〈
河
牢

内
引
果
ガ
ス
り
…
一
巾
山
割
以
～

J

い
て

一公
d
に
一
升
伺
さ
れ
ど
も
の
一

一九（ノ児
L

木
清
主
治
「
を
消
去
し
た
も
の
ー
と
み
な
さ
れ
る

宇一戸
J

A

一（、ーマ
l

跡、

l

t

V

1

9

1

k

 
i
J

一

扱
い
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
！
日
以
事
業
汗
に
配
品
、
が
な
さ
れ
て
い
ゐ
と
一
］
え
る

第
の
基
苧
は
た
川
和
阿
川
川
町
に
問
問
ー
す
る
も
の
で
、

む
油
精
製
業
者
は

バ
イ
オ
エ
タ
ノ

I
ル
の
忘
ず
の
需
給
が
文
民
仙
怖
に
う
、
与
／
W
5
p

パイオ保科やめぐ~］＂＼際l世間＼ f」J

と響

さを
i' ］＇汁

て J立
し、で
る，， ；き

プ
位

食よ
干I 与

イ1'11 再l

陥［歪
じ1J I_, 
Zノ、

家剖
片 戸

（土：主；,,._,. 
(J) Eι 

u ;:; 
記＇ I

4、中

tσ〉

ト 攻
' ＇→ 。
、，＿，

M令》

~i ;:; 
zミ fノ
μ： 
民
h、
ヤι、
力、

川
市
る
岡
崎
台
竿
止
、
情
報
を
凶
い
促
供
ヰ
る
こ
と
」

て川和
ι早
川
を
抗
巾
す
る
与
に
止
の

つ
で
あ
七
、

度
内
八

i

ス
で
欧
州
議
会
及
び
坪
古
事
会
に
す

4
民一

こ
の
一
点
ぜ
は
口
六
ー
の
対
，
一
一
も
E
1
治
人
ρ
と
山
川
悼
の
寄
宿
牛
、
r

た
と
い
う
L

Y

一
に
な
る

: 
＂＇ニ
f’ 

池
方
、
食
料
州
山
口
け
こ
主
人
子
杖
討
さ
れ
る
こ
こ
の
多
い
、
ア
＼
の
仙
沼
の
峠
会
的
茶
主
で
あ
る

マ
ル
利
回
の
株
利
お
よ

汁
断
基
準
で
は
抗
民
が
お
か
れ
な
か
コ
た

J

前
述
内
と
お
れ
と
じ
指
令
で
は

利
η辰
吉
崎
に
つ
い
て
は

女
利
川
也
甘
い
一
叫
ん
セ

ヨ一リ

1
b
p
壬

市
の
慌
吋
刊
の
志
一
寸
状
川
心
よ
ぴ
へ
つ
の

I
L
O条
約
の
批
併
に
つ
い
と

除
州
委
円
門
会
か
二
年
一
い

度
の
ペ
ス
で
欧
州
議
会
生
ぴ
辺

事
会
に
汁
じ
て
報
古
主
日
を
提
出
す
る
こ
と
し
叉
れ
て
お
り
、
双
州
安
員
会
に
上
っ
て
認
定
さ
れ
と
民
間
ス
午
ム
の
中
で
も
、

L
I
 

－－主
Y
一J
一品

川
の
ほ
引
の
証
円
吋
や
リ
万
問
者
の
権
引
に
削
叫
す
る
事
境
に
つ
い
て
は
州
市
定
が
企
さ
れ
し
川
る
も
の
が
多
い
に

ぞ
れ

γ
対
1
て、

ー
本
内
刈

γ
あ
毛
伊
川
被
－
止
引
の
検
討
会
で
こ
れ
一
句
の
ム
円
4

に
f
J

一
い
て
は
、
一
卒
業
汗
い
対
し
て
は
、
パ
可
持
一
同
の
同
内
法
の
混
’
之
官
、
可
能
な
範
m刊で

ぷ
刊

昨
認
可
日
る
よ
う
求
め
る
と
さ
れ
に
い
た
r

判
政
基
平
凡
栄
之
の
段
濯
で
は
、
口
い
内
法
の
遵
＋
己
い
う
f
U
J

色
村
一
定
さ
れ
な
か
っ
と
こ
J
ぃ

円
本

U〕

持
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な
る
c

h

の
と
う
な
E

…
に
ょ
っ
と
却
定
が
さ
れ
な
か
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

始
一
討
ム
古
川
机
喜
で
は
、

i

：
滝
、
、
〉
〉
：
4

）

二

六
1

！日

J
F
二

1

1

：

i
〆

／

ノ

e

J

J
（

条
約
の
う
ム
↓

つ
を
出
冷
し
て
い
な
い
こ
と
ぷ
叩
訂
制
労
働
の
出
止

コ
五
U
3
・
m
柏
町
壮
一
ひ
謙
作
宋
に
つ
い
一
、
の
さ
別
待
遇

ゴ
桐

" ,, 
～ノ

） 

ゃ
、
欧
州
委
員
公
の
ピ
ア
ザ
ン
ゲ
の
桁
来
、
汁
ム
以
内
一
彰
径
一
ー
ふ
り
も
物
多
校
性
な
、
占
、
原
点
～
桜
概
問
の
ん
が
豆
伺
3
れ
て
い
る

こ
と
ば
す
の
指
悩
が
き
れ
い

J

お
り
、
こ
つ
し
た
点
う
影
響
し
と
と
J

下
組
で
き
る

η

y 

し、判
断
正
半
に
お
い
て
、

TI
池
利
川
内
揺
れ
お
k
び
労
働
者
の
権
利
匁
設
が
好
記
さ
れ
な
か
っ
ん
方
で
、

今
九
利
松
本
山
内
影
響
に
つ
川

亡
は
刊
日
γ
恭
平
に
川
町

4

記
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
な
の
ど
ろ
、
っ
か
口
こ
の
占
は
、

千りは
h
円
本
の
品
呉
川
叶
向
給
や
が
尽
く
、

輸
入
に
依
正
し
て
い

し
て
い
る
と
子
持
f

戸
れ
る
乙
検
討
会
部
骨
言
い
お
い
て
も
、
食
料
安
定
状
は
い
に
刈
す
ョ
ム
ロ
日
本
匡
此
い
の
旧
北
に
つ
い
て
言

km
一

足
が
な
さ
引
て
い
る
輸
入
り
能
な
川
ノ
オ
工
タ
ノ

l
ル
と
し
＼
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
山

L

ワ
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ピ
の
ほ
か
に
、
米
国
山
人
ウ
モ
ロ
コ
シ
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判
断
基
準
の

る
予
定
の
パ
イ
f
i
h
y
ノ
：
ル
い
ド
ウ

σ〉
巾
の

モ
υ
コ
ン
は
汽
ま
れ
て
お
ら
す

J
う
な
穀
物
を
原
料
t
／
一
す
と
パ
イ
オ
コ
タ
ノ
ー
ル
の
川
川
が
リ
ろ
え
ら
れ

ー一
V

L

心
い
こ
J
が
一
小
徒
主
れ
い
、
ド
7
u

h

明
＝
今
日
引
基
準
は

p

～
同
す
る
ー
も
の
で
、
白
川
梢
怒
業
火
川
原
料
ヰ

ru凶
の
生
態
系
へ
一
り
彰
型
一
千
一
川
巡
す
る
た
め
、
岡
山

藍
J

引
の
辺
対
法
手
足
一
寸
L
、
・
：
：
い
る
布
I

業
者
が
ら
叫
津
一
戸
グ
む
ウ
よ
〕
一
分
に
配
意
三
「
A

物
多
味
料
山
内
rf有

L
ノ
＼
沼
な
わ
れ

と
さ
れ
に
い
ふ

る

r 

札
。
関
ム
門
付
寸
は
、
：
や
や
や
し
内
相
山
を
市
一
仁
川
供
す
る
こ
こ

つ
ま
り
、
司
佐
一
置
の
軍
内
川
じ
い
の
虫
干
y
一い

、
つ
レ
ベ
ル
の
い
お
！
寸
い
い
と
ど
ま
っ
た
。

R
U指
ん
ー
に
お
い
て
は
配
達
の
と
お
り
、

べ
物
事
版
伸
一
価
佳
の
高
い
十
助
仁
つ
い
て
だ
友
一
つ
け
を

つ
で
し
巾
’
な
M

U

巨
木
の
検
討
会
祁
芯

し
て
お
り
、

原
料
パ
l
I
M
F
の
E
内
法
で
指
先
さ
れ
る
作
物
事
様
件
伍
恒
の
高
い
地
域
は
そ
の

吉
田
）
よ
れ
ば
、
一
我
が
M
h
d
宇
物
多
様
性
刀
両
い

fr地
内
つ
い
て
r
k
↑
札
つ
げ
る
こ
と
は
砕
し
い
子
、

し
て
い
る
条
約
を
長
に

L
て、

パー
γ

町
一
同
の
以
内
法
λ
は
批
准

生
物
多
峠
引
の
t

丙
ハ
い
十
仙
川
手
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
与
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
た
c

こ
こ
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i
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一
J

、Jも「
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あ
く
ま
「
も
原
料
パ
パ
産
国
の
国
内
J
、
お
よ
び
批
砕
し
と
い
る
条
約
の
道
寸
が
某
盆
／
二
～
与
え
ら
れ
ぐ
い
る
が
、

止
苧
”
が
2

～－
J

仕
度
ヨ
が
批
u体
工
、
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ム
ず
、
バ
什
物
多
少
様
性
条
約
に
荘
一
つ
／
、
｛
土
夜
ゴ
げ
や
、
欧
州
委
員
会
に
認
定
さ
れ
た
民
羽

の
認
祉
ス
会

l
ム
が
川
出
ノ
て
い
る
「
古
川
保
八
ム
師
告
を
b
い
す
る
地
域
戸
出
記
r
n
2
5
4
2
E
C
Z
A
r
－trkν
〉主主）

の
だ
誌
な
ど
を
市
7
7

こ
と
は
で
ヌ
な
か
づ
と
カ

十
分
な
4
d
t
昨
作
業
に
つ
な
が
ふ
か
ど
う
小
川
乱
川
叫
が
践
？
心
コ

牛
f
川
河
内
川
凶
司
法
の
冶
ヒ
ャ
ー
と
い
う
し
ベ
パ
が

検
討
会
で
は
「

U
4の
ス
夕
、
三
人
は
あ
く
ま
守
、
各
E
の
戸
内
法
を
尊
重
ず
る
と
い
う
ち
え
リ

と
さ
れ
て
お
り
、

つ
ま
り
、
こ
、
っ
1

た
レ
ベ
ル
り
ふ
貯
が
、

牛
川
底
国
の
、
権
の
尊
重
ー
と
い
み
約
T

引
か
よ
1
7
叱
れ
た
よ
、
つ
が

そ
の
レ
ベ
ル
を
越
え
る
安
ぷ
は
、
ぐ
ー
オ
エ

ネ
ル

r
L
1
立
同
議
｛
日
本
の
パ
ノ
オ
L
M
／ノ

1
ルの町一ー一川
4
2
の
r
マヘ
L
に
お
御
言
（
ま
た
寂
終
製
品
の
－
1
帆
川
に
彰
削
岩
）
す
る
三
l
」

さ
れ
た
の
で
め
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う
と
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、
つ
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）
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も
マ
j
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れ
る
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判
附
恭
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E
H
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v勺ム
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に
な
ら
に
湿
地
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古
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E
U
花
ヘ
下
に
ほ
！
た
さ
れ
て
い
る
そ
の
伐
の
殺
L
ん
の
ま
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十

h
M
v
炭
素
貯
岐
地
域
で
の
い
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約
生
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古
ハ

ノj三
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人
メL
内

保
i＼伝
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ム iよ
ソ プト、

＂，，町し、

検
ヨ
芝
山
段
階
に
お
い
て
は
、

台
育
出
円
以
森
山
件
、
花
氏
地
。
で
の

い
ほ
れ
h
阪、

送’
j
す
べ
き
ι

再
刊
の
川
門
川
門
涜
涜
制
と
7

〆て

ま

川
町
坑
保
全
に
闘
す

「

I
fぇ
、
水

レ
↑
、
い
た

J

河
接
的
な
一
治
利
回
鋭
化
仁
つ
い
て
も

i
本
で
は

既
定
は
な
い
が
、

チしへ
l

ゆい円い、

政

宗
Zム il 
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と一段
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丁

F
O
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2
R
F
L
L
m
J
4
2
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5
2
明
日
山
（
子
］
戸
mREC乙

市
人
寸

祉
け
の
ん
L

い
と
し
て
は
、
民
間
内
認
一
乱
ス
コ
ム
均
利
川
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
検
討
会
報
告
百
殺
叫
「
も
「
生
岸
滋
に
お
い
て

バノ
i
j
燃
料
に
閣
ま
る
認
引
抗
院
が
話
止
す
る
か
、

J
か

取
行
し
と
い
民
科
の
調
逮
や
一
博
人
波
？
ず
る
と
さ
れ
て
ハ
る
だ
げ
で
あ
る
に

に
間
づ
る
戸
際
的
れ
J

認
証
什
キ
ホ
ヂ
砕
守
し
た
け
荷
台
に
は

又
は
パ
J

サ
i

A

r

〕、

U
4
4
の
判
釘
廿
志
川
仰
を
E
U
出担仏
η
と
比
較
し
と
け
刊
討
し
て
さ
た
〈
結
問
本
町
に
は

H
オ
の
判
断
長
ポ
ー
は
、

E
U指
令
的
持
続
可
花
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性
♂
一
異
な
る
も
の
と
な
J

L

に

し
か
三

検
討
会
の
段
階
に
お
い
て
、

ず
じ
占
戸
川
ム
が
国
際
的
効
向
の
一

っ
と
1レ

r
、
参
〆
J

に
さ
れ
て
い
た

ゴ
桐

え
ら
れ
る
ペ
そ
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ほ
か
に
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の
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湾
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R
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氏
ち
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明
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品
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の
は
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さ
れ
る
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れ
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鮮
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ハ
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p
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ど
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白
山
貿
易
ル
ー
ル
と
の
抵
舵
」

L

る
と
い
シ
た
l
札
叫
が

ζ
佐
古
河
i

｝つ

ρ
て
安
て
さ
れ
一
丸
、
d
U引

に

v
p
l
t定小一じ十訓告、
1
0一ハコ
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f
－
；
！
、

1
1

：
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；
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i

J

I

；

i
h
J

！

つ一
J

｝
斗
手
の
混
同
一

ヲ三九一一、土、

d

日
↑
：

判
断
基
立
の
区
町
内
淫
出

4

は
し
で
の
ノ
な
〉
て
い
る
だ
ろ
7
か
ど
前
ぬ
の
と
お
向
、

判
断
コ
ム
し
件
で
は
、

ー↓
F
J一
川

｛づ

ド〕年
1

門
司
士
で
の
ベ
イ
ズ
ア
一
々
ノ
／
7

ル
の
卓
マ
ヘ
」
主
一
が
定
め
ら
れ
た

つ
二
年
広
ま
で
は
原
油
換
語
、
二

J
jャ
J
1
F
P

、

ノ
J

F

I

L

l

i

八
、
そ
の
絞
段
階
的
に
J

り
き
と
げ
ら
れ
、

二
心
一
七
年
住
に
は
胤
油
品
川
信

ξ
h
つ
り
守
口
1
ノ
／
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る

J

こ
の
れ
の
万
当

h
j
J
ト
ル
p

は
、
す
れ
お
設
定
宇
一
ロ
い
い
傑
達
成
I

H

酬
に
お
一
け
る
導
入
円
相
朴
佳
と
あ
一
。

内
；出

~ 苦言

包11・言
、J
凶~ 八

社
日
小
出
資
し
一
、

一
じ
っ
口
仇
；
ド
ベ
イ
イ
マ
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柄
引
責
任
事
業
担
ム
ロ
己
ロ
m
戸
ニ
名
古
田
広
与
三
z

パ
／
オ
心
タ
ノ

l
ル
の
守
人
に
p
川
け

L
取
ハ
リ
組
ん
じ

3
h人

J

訂
か
ロ
1

3

ヘ
ー
ル
と

M
4
日
用
ハ
伯
が

に
ど
の
よ
っ
工
法
成
三
れ
た
か
と
い
う
と

J
H
S
L
が
、
プ
ラ
ン
ル
よ
り
パ
ノ
オ
L

タ
ノ

1
ル
寺
調
達

本
国
に
お
い
て
加

ア
じ
さ
れ
た
パ
J

オ
E
I
日
正

勾江戸一ユロ出口問同可
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L

子
ル
・
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1
シ
ν
リ
ー
フ
チ
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・
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輸
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リ
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ゴ
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や
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7
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る
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レ
製
造
販
山
川
組
合
コ
ベ
レ
ス
カ
ル

一ごろ
i

l
i
j
i
 

判
叫
川
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の
笈
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祉
は
と
〕
て
具
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的
に
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産
業
省
よ
り
M
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u
T
Z求
さ
れ
た
の
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は
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が
て
は

っ
と
し
C
川
さ
れ
た
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な
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の
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よ
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コ
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ル
又
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ボ
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に
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た
一
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た
、
ブ
一
ノ
ジ
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の
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ノ
オ
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ノ
l
ル
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で
あ
れ
ば
、
一
司
川
川
委
員
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に
よ
う
て
認
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さ
れ
七
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ス
キ
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一
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、
ロ
c
H
5
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の
認
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を
コ
ベ
ル
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1
カ
ル
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得
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い
と
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う
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と
し
、
つ
什
J
b
考
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れ
る
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で
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ア
ィ
レ
午
l
M

に
」
れ
ば
、

寸
ベ
ル
ス
l
カ
ル
が
取
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；
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仁
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c
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；
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ハ
f
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よ
、
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つ
い
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の
判
断
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に
は
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己
主
引
な
か
っ
た
－
地
利
市
の
権
利
の
進
守
お
よ
び
労
動
ざ
の
権
利
保
護
に

E
C
D
E
F
さ
の
ス
夕
、
グ
？
ド
で
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れ
、
送
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す
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流
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さ
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る
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の
パ
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オ
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ノ
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る
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だ
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あ
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。
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伐
の
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、
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ば
し
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れ
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L
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、
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、
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／
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、
·~ 

リ
ン
竺
一
%
弱
桔
当
で
し
か
な
い

コ
ネ
ル
主

1
基
I
A

計
阿
の
い

7

一
鉛
信
心
当
是
が
目
標
と
き
れ
る
い
、
パ
J

オ
エ
h
y
p
ノ
1
ル
の
Jtr人
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場
一
は
か
な
リ
胤
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ノ
に
な
る
バ
イ
γ

ヱ
タ
ノ
ル
の
、
司
人
当
キ
嶋
崎
さ
せ
る
の
て
あ
れ
ば
、
り
大
γ

同
j

内

の
汁
差
是
の
γ
八
」
聞
な
凶
一
川
｝
い
が
兄
込
ま
れ
な
い
浜
川
、
輸
入
に
預
る
こ
と
を
X
J
高

ν
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

1

日
ド
こ
パ
パ
イ
i

ゴ
桐

が
炉
い
え
た
場
合
に

（
愉
人
一
元

ヤ

j
L
y
る
祉
け
J
y
y
hゾ
ょ
う
？
早
坂
）
、
J
Jヘ
九
が
話
、
主

l

；ぜ
j

；
l
i
一

F

J

〈

j
i
l－－
k

h

l

（

：

J

日
続
U
佐
川
汁
半
準
の
退
守
三
原
判
庁
J
F一事

る
必
要
日
叫
ん
あ
ろ
う

工
、
不
ル

j

キ
ー
へ
の
ホ
兵

ノ1

" 

の
刊
川
少
を
め
ぐ
コ
て
は
、
折
、
仇
円
能
門
廿
主
役
が
め
ぐ
る
現
包
の
ほ
か
、

平
山
れ
↓

地
ヘ
対
ぷ
の
什
也
、

1
9
在
七
ら
パ
ノ
オ
才
ス
を
液
体
燃
州
引
い
変
換
し
て
れ
川
市
ず
る
よ
ハ
リ
も
屯
気
や
説
と
し
て
科
南

L
た
方
が
対

T
が
k
川

こ
と
も
指
抗
じ
て
お
き
た
い
ー

J

一、
J
L
l
 

~ 

ノ、

ミ
コ
）
ご

3
1
t
J
l
 

本
摘
で
三
、

巳
円
引
者
ム
ド
の
持
続
川
能
性
恭
干
の
戒
列
へ
の
航
散
し
／

γつ
何
人
円
一
寸
旬
、

E
U花
令
の
一
…
ム
一

γ一
只
問
の

ス
当
；
ム
の

州
市
以
況
、

V
L
1ノ
抑
州
立
三
百
九
々
し
、

Z
F
（
＋
1
7
A
i
A
I
 
y

で
し
て
日
本
へ
の
影
弘
吉
ん
イ
一
見
で
さ
み
J
J
E
U
の

ι絞川町
Jに
刊
い
土
問
Jの円－
4
へ
の
影
刑
判
は
、
リ
削
4
j

干で

お
り
以
定
的
で
あ
コ
た
が
、

リ
本
の
ケ
ー
ス
ば
バ
イ
オ
燃
料
の
輸
入
問
！
と
｝

J

て
の
例
一
仁
あ
り
、
現
時
一
円
で
は
／
一
フ
ジ
パ
の

一
作
業
か
り
の
パ
イ
ア
l

J

タ
ノ
ル
の
ぬ
人
こ

γつ
特
弘
主
も
の
で
あ
っ
た

つ
ま
り
、
輸
人
一
冗
い
が
特
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
長
品
刊
の

出
で
ち
パ
ー
さ
れ
〈
い
な
い
一
ね
刈

H
の
権
利
や
労
働
者

内
保
護
、
ま
た
寸
ヘ
・

7
壌
・
大
矢
な
三
環
山
山
人
ム
般
の
保
護
に
つ
い
て

も
、
基
p
j
h
J
佐
保
さ
れ
や
LT
い
状
況
に
あ
る
と
は
一
ワ
え
よ
う
、

て
あ
J

ど
と
は
い
え
、

E
U
桁
ん
ー
が
参
考
に
き
れ
と
い
た
の
は
砕
か
ず
あ
れ
、

R
h
U一
指
ん
「
ー
が
改
正
さ
れ
？
守
」

J
A

つ品川、

と
に
な
れ
ば
、

そん
U

が
ま
と
R
K小
の
判
断
い
府
市
に
影
響
を

7
え
る
一
切
能
注
が
あ
る

U

問
中
止
の
と
お
れ
、

f
J

り
に
た
山
し
れ
r｛

阿
川
委
員
会
は
、

－~ に
の
事長
~ 
ラドZ

l'.J 
ラ主主

／＼ 

く
IT日

め
るutlrl ... i法
第自E

な

地
利
川
変
化
幻
影
響
を
訓
制
J
q
ム
似
た
め
の
徒
主
を

、
＼ 

年

町

khw仏
・
情
判
官
ん
し
初
・
池
峰
ρLい
伐
に
つ
い
一
に
川
同
一
昨
門
的
な
十
仙
川
和
ぃ
巾
変
化
｝
よ
る
品
中
川
川
県
ガ
え
の
杵
ー
一
疋
舟
山
量
を
一
止
め
、

そ
れ
を
ミ
イ
オ
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の
利
一
何
に
闘
す

の
三
日
い
る
こ
こ
、
わ
二
に
丘
科
目
作
物
を
原
料
と
す
ゐ
パ
イ
オ
燃
料
の
平
を

f、
' ' 

n 

コ
年
ま
と
の
パ
イ
オ
燃
料
導
入
日
い
M
M
佐
ハ
〕
%
う
ち
、

万
叫
ノ
主
主
に
制
限
す
る

F

」
ど
も
第
一
に
、
土
木
知
a

わ
h

‘
芯
棄
物
与
を
風
料

〆
｝
〕
た
い
わ
ゆ
る
第

a

第
＝
世
代
の
パ
J
l
y
批
判
を
魚
川
了
二
場
九
い
一
ド
は
、

ハ
ノ
%
の
存
人
口
紅
佳
の
達
成
内
情
’

ι一
ド
お
い

fJL台

み一刈

zrと
じ
て
寸
で
き
る
こ
と
、
で
し
て
第
四

h

川叶

1
L
）yμ
以杭
M

L
糾
埠
仁
生
芹
が
明
治
さ
れ
乙
心
事
栄
苫
に
つ
い
て
は
品

／ー、
＼ノ

一
ハ
オ
知
県
ガ
ス
の
削
減
J

ーや
T

ハ
（
い
》
ノ
と
す
る
二
と

ま
た
そ
れ
以
出
に
私
的
L
C
い
る
設
怖
に
つ
い
て
は
つ
一

］正l
f且

' 

1司
容
じワ
修

司：
じ ／ 、

あ 年
l) I~ よ

主主
字、＂

お%

川
内
「
ノ
一
に
あ
る

I

川
北
川
の
占
は
明
主
の

E
汀
指
〈
寸
前
払
七
条

山
、
も
対
在
的
第
一
条
尽
の
山
一
慌
を
な
浅
さ
せ
た
も
の
じ
と
あ
る
乙
位
方
、
第
と
第

ずの》）シ一、

の
山
、
は
新

L
く
γλ

で
た
抜
本
で
あ
る
c

防
除

的
な
土
地
利
州
市
台
北
に
間
一
辺
［
一
＼
み

そ
れ
が
持
続
可
段
位

の
よ
、
つ
な
内
い
寸
の

む
可
能
川
H
は
指
摘
3
れ
て
い
た
が
、

基
準
に
お
け
る
許
↑
阿
倍
と
レ
と
で
三
な
く
、

加
盟
問
の
法
持
品
司
H

川
口
の
巾
で
出
川
い
ら
れ
る
と
な
一

J

わんい円二、

内
が
的
に
は
後
退
レ
た

h
受

パイオ保科やめぐ~ ]1＼際l世間＼ f」J

汁
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
第
の
食
字
財
農
作
物
を
に
い
が
と
す
る
ミ
イ

、
ィ
オ
燃
千
枚

の
斗
一
の
制
限
は
新
、
い
円
札
亥
で
あ
り
、

v 
房ミ
(1) 

ア
ク
タ
に
と
っ
て
は
一
却
価
で
さ
る
提
案
で
あ
1
4
J
ζ

ロ
わ
れ
る
c

こ
う
）
た
欧
州
委
日
ム
ー
の
結
実
が
、
現

ノ
ペ
の
日
じ
υ
事
守
山
点
王
ノ
ー
工
、
ロ
ハ
体
化
す
れ
ぱ
、

ヨ
ヰ
の
基
準
＼
的
影
容
が
将
米
ま
九
一
］
一
見
ら
れ
る
可
塊
吐
い
が
あ
る

今
後
の
研
究
の
梨
認
と
し
仁
は
、
税
判
別

の
明
あ
れ
ば
、

パ
ィ
オ
険
料
を
止
峠

L
J
L
い
る
司
へ
の
影
響
を
み
7

ぬこ

〆
｝
い
刀
冗
士
一
ん
で
あ
る
ア
ジ
ア
さ
あ
れ
ば
、
主
雨
戸
ジ
ア
各
辺
、
中
君
、
で
し
こ

f
ン
ト
て
あ
る

J

心
不
甫
ア
ン
ゾ
ド
つ
い
、
は
、

レ
l
シ
ア
と
イ
ン
ド
ネ
、
ン
ア
に
お
い
て
パ

l
h
泊
を
い
叫
判
と
し
た
パ
J

J

L

フ
ノ
ゼ
ル
が
生
芹
ぶ
れ
ζ

お
り
、

b
U
に
も
仏
閉
山
さ
れ
て

と
る
こ
ー
が
T
J

〉
［
ご
と
や
む

U

J

i

H

G

L

d

l

〆

、

、
l
l
勺
1
l

三
亙
汁
T
f

）
刃
ト
つ
よ
う
う
王
1J
リ〉

什

f
i
f
F

臣
、
九
正
ー
ジ
九
州
rl臥

i
u
J
7

ダ
心

π
E
U
F

円

I
ム
比
ょ
っ
バ
亡
之
、

J

o

f

－－

v
l
i
…

l
t
 

L

一

、

J

：

「
ノ
弐

l
i
t
t
？
し
て

（問。ロロ｛－
p
z
m
O門
戸
店

5
5
5
r
r
τ
己
日
ご
同
］
持
続
り
能
な
パ

l
ム
池
の
た
め
の

ヵ；

わ
っ
叫
ん
午
よ
り
活
動

n
k
ぺ
bpι
円

U

手
お
戸
一
な
っ
て
い
マ
ム
引
ム
戸
が
注
目
さ
れ
る
＝

E
U
指
令
が
成
立
FJ
る
削
か
ら
財
ぃ
、
レ
ノ
れ
一
仁
い
る
ス
キ
1
ム
で
あ
り
、
五
年
以
束
！
問
γ
～ン
y
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で
の
背
止
が
め
ざ
ま

L
い

J

日
S
F
O
の
け
民
一
品
川
は
、
況
一
ヤ
ハ
刈
巣
カ
ス
の
件
川
旦

J

品
川
一
削
減
基
準
キ
誌
記

L
て
い
な
い

担
利
回
の
桔
怖
い

利
九
保
護
、
、
ガ
約
者
」
の
椛
利
の
れ
ほ
4

市

ノり、

－
A
八
気
な
ど
頃
域
ヘ
七
般
の
肌
刊
誌
、
仕
一
物
多
様
性
の
高
い
ム
討
の
伝
」
高
ぼ
な
ど
を
カ
パ
｝

一
日
に
、
欧
州
委
「
（
ん
ヱ
か
ら

E
U和
久
ド
上
の
認
証
ス
主

l
ム
と
し
と
の

ゴ
桐

ν
て
い
る
「

R
！と

P
O
は
、
↓
。

た
n

こ
の

R
S
Y
り
の
普
及
状
況
J
L
A

積
一
乱
す
る

pτ
一
七
市
安
で
あ
ろ
う

J

地
方
、
ド
阜
市
一
J
ン
ア
・
中
川
門
・
イ
ン
ド
で
生
岸
弐
れ
た
パ
イ

E
r
p
h
輪
山
す
る
た
め
に
は
、

町
品
川
イ
パ
久
間
関
門
会
ト
ょ
っ
亡
認
’
疋

3
れ
た
そ
の
ほ
か
の
込
山
の
認
訓
ス
t

ム
の
れ
川
も

Y
4
k
c

あ
る
η

こ
れ
ら
の
ス
キ

1
ム
が
ど
れ
く
ワ
い
ず
、
ン
ア
じ
品
川
さ
れ
て
い
久

d

小
と

γJ什
も
検
司
す
る
必
胃
ー
が
あ
ろ
う
「

「山刊一、山
F
O戸
川
hhhwNNhP3F
の
い
｛
吋
）
で
め
M
M
2
H
W

ヘ
川
町
立
川
Iλ

以
も
多
ノ
＼
何

χ
は
、
河
部
九
九
引
い
一

m
T
O
一
よ
る
貸
出
規
律
と
気
伐
ホ
ャ
到
付
紺
久
ヘ
約
沿
い
山
い
】
剛
山
川
引
町
内
一
時
L

－M
H
m
m
田川槌

ー
九
ヶ
一
（
ノ
一
リ
f

六
月
九
十
円
川
会
心
「
三
み
布
笠
見
守
甲
山
と
W
よ
り
協
定
一
右
村
俊
介
定
判
川
弘
川
端
同
、
明
一
地
球
温
暖

化
川
治
と
山
際
立
話
｜
｜
抗
川
刊
す
取
一
ラ
ー
ζ

凶
埠
捌
並
作
置
を
め
く
る
川
川
町
民
リ
ヂ
・
法
斗
J

的
分
布
一
（
点

f
八
九
ア
川
町
仇
ム
示
、
一
つ
一
年
一

り
YF
レ
」
が

jrpiv 

一J
U
＼

他

A
ご
、
一
］
白
川
云
効
弘
ガ
ス
市
川
排
4
「骨
d
削
減
点
匙
ハ
ソ
県
内
が
、
品
終
製
ー
と
｝
て
の
パ
ィ
マ
燃
料
い
お
明
日
包
与
え
て
る
ド
ド
M
規
「

y

み
と
い
同
情
も
な
い
わ
け
と
は
な
い
寸
な
わ
ち
、
燃
料
ζ

、
故
柊
町
に
漁
況

σれ
る
削
ま
で
心
削
減
売
が
長
去
る
こ
と
に
主
H
仁
、
こ
れ

己
最
終
裂
山
山
口
性
い
t
w討
す
や
与
ズ
て
い
る
と
す
。
指
紋
t

h
る
吉
己
主
主
ど
さ
J
r］
］
き
ハ
ハ
J
】【
E
O
L
一
死
寸
E
Y
A
斗
門
誌
（
2
J
5
3
3～
0
門

A
T
v
r
r
一司
CHVF日記二円一ご一
C
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1
2
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A
Z
d
〔
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b
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Z
N
伊丹犬、ごみ
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コメ
1
－mv
一
一
司
以
戸
大
v
（
2
m
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c
h
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T
一C
F

見司、
R
p
p
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や
阿
号
氾
fv－h七内向、～
E
H
E～p
hいY
K
E
E
p
d
M（匹、
L
L
試

一
川
ム
一
見
ハ
一
円
斗
｝
口

Z
C
江
戸
？
？
「
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勺コ－
x↓】戸外勺吋
C
Z
Y
3
｝）つ
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コ寸
J戸｝吋
J
A
』与、日「

3
1日（）〕
N
2
1
コ
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「3
4
コ
y
r
コ
c
ロコ五《ヤハハ「日仏

J台
d午
刃
2
＝7
｝『《↓

むご戸（
J
T
2
r
－
γ
m
t
i
t
～
ミ
尽
き
5
2
F
N
奇心とヘ
h
N
N
2
2
k
hに
と
ご
と
ミ
ミ
ト
へ
た
そ
（
同
一
c
g
b
門戸斗
5

F
己
E
E
Z
2出
凶
（
X
X
4
L℃】一
wu

（
山
一
～
一
三
な
ヘ
ヘ
立
主
主
ゎ
之
一
。
ミ
ヨ
主
主
5

2

2
刊へ

γ
主言、
P
J
T
E
H
V
E
L
K
P
ミ
s
b
h
J
v
dヘ
ト
ミ
之
内
↓
ヤ
ミ
九
三
芝
、
〉
と
よ
こ
一
三
一
J
F
L
4
m
F
H…2
4

d〈、円＼口問山氏＼
JLV白
＼
出
向
仏
C
℃
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弘
治
半
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コ
イ
同
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同
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さ
F
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E
E
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z
d
z
p
？
と
え
と
応
己
G
7
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日
で
に
ト
叶

れ
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H
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］
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史
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。
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♂
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h
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叫
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ン
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